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１ 会社概要
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私達の製品で
様々なケーブルが造られています



２ 事業の目的・背景

弊社のワイヤー巻取装置において、巻形状を確認しながら装置の設定を行ってい
ます。

しかし、常時または定期的に検査員が確認しなければならず、人員を要します。

そこで、画像処理技術を利用し、巻形状に異常が発生した場合にはその形状数値を
フィードバックし、巻形状を修正するシステムを構築します。
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ターン位置を
補正



３ 事業の概要・詳細
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事業の活動内容
①試験用装置の改造
②カメラや必要機材の選定と接続
③試験装置でデータを収集
④試験装置で得られたデータから巻動作を自動修正

①試験用装置に改造

②機材の選定・接続

④得られたデータ



システム構成
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実際の活動写真
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4 事業進捗と課題
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画像処理工程
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画像の視認性を考慮した環境検討



5 事業の効果
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•画像から巻形状を数値で捉えることができた。

•異常発生時の動画記録により、原因究明の迅速化
と品質改善の推進



6 今後の見通し
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今後は、以下の点に取り組み、さらなるシステムの発展を目指
します。

①様々な条件で運転検証を実施する。
(ボビン形状や色、ワイヤの太さや色など)

②異常警報をスマートフォンやタブレットに通知し、
迅速な対応を可能にする。

③巻形状をフィードバックし、自動で巻修正する機能を開発し、
製品化を進める。

④その他の機能改善を行い、さらなる付加価値の向上を図る
（詳細は次ページ参照）。
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ボビン孔の芯精度の低いものがある。
これまではワイヤをある程度巻き取ると機械が振動し
緊急停止していた。
  これをワイヤを巻かず低速で回転させボビンの振れを検知
し運転開始しないようなインターロックを設けたい。

時間とワイヤのロスを削減することができる。

振れ

スタート位置の補正機能も+α

ボビン振れ検出
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ボビン原点検出

ボビン鍔の内端を正確
に検出

ボビン個体の誤差を検出

既存のオートトラバースアンプは巻形状がある程度
崩れてからでないと補正がかからない

この方式は最初の取付誤差を検出しスタートから補
正がかけられる。

背景に基準線
が必要

原点座標


